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ki- A(些㌔ )3(i'l'-7, (10)
と見積もることが出来る｡上式中､viはNai_10十一Naの結合エネルギー､EiはNaiO+の持
つ内部エネルギー､Aは反応座標上での解離反応に関与するの並進の振動数をそれぞれ表すと
i≦3に対するVi値には実験値を用い､i≧4の Vi値にはNalの実験値を代用した｡こうし
て計算した反応断面積は実験値をよく再現している(図5参照)｡
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C.NaIのN20 による解離反応過程
非断熱遷移を経由し直接衝突をした場合､標的分子の非弾性散乱によりクラスターイオンは
振動励起される｡その際に受け取った余剰エネルギーは､
Nan+ - NaLl+Na,
NaI - Na.L2+Na2,
のいづれかの解離反応により緩和される｡奇数サイズのクラスターイオンの場合､(12)式は自
発的過程であるのに対し､(ll)式は衝突によるクラスター変形により抑制される過程である【4】｡
この変形の効果を Nilsson-Clemenger模型 【6]を応用して定量化すると､実験値を良く再現す
る結果が得られる(図6参照)｡一方､偶数サイズのクラスターイオンの場合､(ll)式は自発的
過程であるのに対し､(12)式は衝突によるグラスター変形により抑制される過程であり､その
-反応選択性は奇数サイズの場合に用いたのと同様の模型に基づいて解釈される[5]C
V.結論
Nan+と電子親和力の高いN20などの分子との反応は､銘打ち機構により進行するoその際､
断熱遷移によりイオン対,Naa+-N20~,を形成した場合､酸化反応によりNakO十を生成する｡
また､非断熱遷移により直接衝突した場合､解離反応によりNaJを生成する｡さらに､その
他のクラスターサイズについても同様の機構により反応が進行しているD
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